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研究成果の概要（和文）：本領域研究では、免疫基盤研究（A01）,免疫病態研究（A02）,	 ヒト

免疫制御技術開発研究（A02）を３つの柱として計画研究者と公募研究者による領域研究を推進

し総原著論文数１０００を超えるめざましい成果をあげることができた。本総括班はこれらの

特定領域研究活動全般を統括する組織として、各研究課題の連携と協同の促進（定例研究会議

を含む）、広報活動、関連領域支援グループによる情報技術支援、研究活動の内部評価、などを

行ってきた。また免疫不思議未来転での一般市民への啓蒙広報活動（東京）や４回にわたる公

開国際シンポジウムを企画開催し、外国の招聘第一線研究者および本組織班員による講演会を

開催した。最終の成果とりまとめは、冊子体（約１００ページ）として公表されている。事後

評価は Aで、期待通りの成果であるとの高い評価を得た。	  
 
研究成果の概要（英文）：To understand the mechanisms of immunological self-recognition, 
we organized three research groups, (A01) basic immunological mechanisms, (A02) 
immunological diseases, (A03) new technological development for human immune system, 
and published over 1000 original scientific papers as a whole in the 5 year period. We also 
performed a series of educational courses for high school students to promote the interest 
and understanding of immunology as well as 4 open international symposia inviting 
world-leading immunologists. Ex post facto evaluation of the project by the MEXT biology 
committee was ranked “A”. 
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１．研究開始当初の背景 
	 外来侵入因子と自己成分との識別は獲得
免疫系の成立と維持における中心的事象で

あり、その失調や破綻はそれ自体でヒトの多
彩で深刻な病態の発症にいたりうる。しかし、
免疫学的自己の形成と識別機構には多くの
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不明な点が残されている。	 
 
２．研究の目的 
	 本特定領域研究の目的は、獲得免疫系にお
ける自己形成・識別ならびにその制御機構に
ついての包括的パラダイムを確立するとと
もに、ヒトの免疫システムの制御のための新
戦略の開発を推進し、これらの融合によって
今日の多くのヒト免疫難病の制御と克服へ
の強い社会的要請に応えることにある。	 
 
３．研究の方法 
	 このため、免疫基盤研究（A01）,免疫病態
研究（A02）,	 ヒト免疫制御技術開発研究（A03）
を３つの柱として計画研究者と公募研究者
による領域研究を推進し、本総括班はこれら
の特定領域研究活動全般を統括する組織と
して、各研究課題の連携と協同の促進（定例
研究会議を含む）、広報活動、関連領域支援
グループによる情報技術支援、研究活動の内
部評価、などを推進する	 
	 
４．研究成果	 
（A01）胸腺上皮細胞に発現される Aire遺伝
子の新しい機能（XCL1 産生による胸腺細胞
の移動や上皮細胞成熟の制御）の発見、制御
性Ｔ細胞分化の遺伝子制御や正の選択に関
わる新しい分子の発見、腸管全幕における
IgA産生の制御機構の解明、腸管上皮のO157
感染防御機構の発見、骨髄におけるリンパ造
血を支持するニッチ細胞の同定、リンパ組織
発生を支配する遺伝子制御機構の解明など、
多くの新知見が集積された。 
（A02）いくつかのヒト免疫性疾患の原因遺
伝子や感受性遺伝子の同定（高 IgE 症候群、
全身性エリテマトーデス、高 IgM症候群と毛
細管拡張性小脳失調症）、新しい自己免疫感
受性遺伝子の発見（LAG-3）、GvH病の発症
機構の解明、自己免疫性脳脊髄炎発症におけ
る Ca イオン動態の役割の解明、など今年度
はとくに免疫病態の研究において、多くの注
目すべき成果があげられた。 
（A03）ヒト化マウスを用いた研究では、白
血病や免疫不全症のきわめて合理的なヒト
病態再現システムが確立された。さらに、ヒ
ト関節リウマチにおける新しい疾患感受性
遺伝子の同定、アレルギー抑制に関わる新し
いマスト細胞受容体の発見、結核菌抗原認識
の新しいメカニズムの同定、人工リンパ節の
応用のための研究の進展、ループス皮膚炎治
療標的の同定などのヒト免疫病の制御につ
ながる多くの成果が生まれた。	 
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